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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第49期
第３四半期
連結累計期間

第50期
第３四半期
連結累計期間

第49期

会計期間
自　2021年４月１日
至　2021年12月31日

自　2022年４月１日
至　2022年12月31日

自　2021年４月１日
至　2022年３月31日

売上高 （百万円） 78,936 88,696 107,140

経常利益 （百万円） 9,667 12,447 12,948

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 6,492 8,490 9,240

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 6,689 8,610 9,498

純資産額 （百万円） 42,752 44,060 45,287

総資産額 （百万円） 73,695 77,458 81,590

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 79.66 106.15 113.85

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 58.01 56.88 55.51

 

回次
第49期
第３四半期
連結会計期間

第50期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自　2021年10月１日
至　2021年12月31日

自　2022年10月１日
至　2022年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 36.22 42.45

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

３．当社は、2022年７月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度

の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益を算定しております。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社が営む事業の内容について、重要な変更はありませ

ん。また、主要な関係会社に異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。
 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）財政状態及び経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間（９ヶ月間：2022年４月１日～2022年12月31日）においては、コロナ禍からの社会経

済活動の正常化が進みつつある中、景気はゆるやかな持ち直しが続いているものの、緊迫した国際情勢、資源価格

の上昇などにより、景気の先行きは依然として不透明な状況で推移しました。

当社の主要顧客である大手製造業各社は、次代を見据えた技術開発投資を進められたことから、当社の受注環境

も堅調に推移しました。

このような状況の中、中長期の成長を見据えた積極採用を継続した結果、2022年４月入社の新入社員885名

（MT：474名、MF：411名）を含めて、12月末のエンジニア社員数（MTとMFの合計）は12,014名（前年12月末比+754

名、+6.7％）となりました。また、稼働率は前年下半期からの回復で当期は前年より高い水準でスタートしたこと

に加え、新入社員の配属ペースが前期比で改善したこと、受注に応えて順調に配属を進められたこと等により増加

し、稼働人員数は増加しました。

その結果、連結売上高は、前年同期比97億60百万円(12.4％)増収の886億96百万円となりました。連結売上原価

は、エンジニア社員の増員に伴う労務費増加等により、前年同期比61億１百万円(10.5％)増加の641億80百万円、

連結販売費及び一般管理費は、採用関連費用の増加等により、前年同期比８億35百万円(7.4％)増加の121億30百万

円となりました。連結営業利益は、前年同期比28億22百万円(29.5％)増益の123億85百万円となりました。

連結経常利益は、前年同期比27億80百万円(28.8％)増益の124億47百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益

は、前年同期比19億98百万円(30.8％)増益の84億90百万円となりました。
 
　セグメントごとの経営成績は次のとおりであります。

①　エンジニアリングソリューション事業

連結売上高の９割超を占めるエンジニアリングソリューション事業、特に中核事業のエンジニア派遣事業にお

いては、稼働人員数の増加を背景に、売上高は、前年同期比95億78百万円(12.3％)増収の874億78百万円となりま

した。営業利益は、前年同期比27億45百万円(29.8％)増益の119億68百万円となりました。

なお、当社単体の稼働率（全体）は96.6％（前年同期93.0％）、稼働時間については8.36h/day（前年同期

8.37h/day）と前年同期比で若干低下しました。
 

②　エンジニア紹介事業

エンジニアに特化した職業紹介事業を行っている株式会社メイテックネクストにおいては、紹介決定数の増加

により、売上高は、前年同期比１億57百万円(14.0％)増収の12億74百万円、営業利益は前年同期比77百万円

(23.0％)増益の４億16百万円となりました。

 

当第３四半期連結会計期間末（2022年12月31日）の資産合計は、前連結会計年度末（2022年３月31日）比で41億

31百万円減少し、774億58百万円となりました。これは、流動資産が前連結会計年度末比で39億34百万円減少した

事が要因です。

なお、流動資産の減少は現金及び預金の減少などが主因です。
 

当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、前連結会計年度末比で29億４百万円減少し、333億98百万円となり

ました。これは、流動負債が前連結会計年度末比で32億73百万円減少した事が要因です。

なお、流動負債の減少は賞与の支払による賞与引当金の減少などが主因です。
 
当第３四半期連結会計期間末の純資産合計は、前連結会計年度末比で12億27百万円減少し、440億60百万円とな

りました。これは、当期の経営成績の結果による親会社株主に帰属する四半期純利益の獲得に、配当金の支払及び

自己株式の取得の影響が相殺された事などが主因です。
 
(2）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。

 

(3）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略について重要な変更はあり

ません。
 
(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題
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　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要

な変更はありません。
 
(5）研究開発活動

該当事項はありません。
 

３【経営上の重要な契約等】

　特記すべき事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 200,000,000

計 200,000,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（2022年12月31日）

提出日現在発行数
（株）

（2023年２月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 84,300,000 84,300,000
東京証券取引所

プライム市場
単元株式数　100株

計 84,300,000 84,300,000 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

2022年10月１日～

2022年12月31日
－ 84,300,000 － 5,000 － 1,250

 

(5)【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6)【議決権の状況】

①【発行済株式】

    2022年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 5,377,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 78,861,500 788,615 －

単元未満株式 普通株式 60,600 － 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数  84,300,000 － －

総株主の議決権  － 788,615 －

（注） １　「完全議決権株式（その他）」の「株式数」の欄には、証券保管振替機構名義の株式4,200株が含まれてお

ります。また、「議決権の数」の欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数42個が含まれて

おります。

２　「単元未満株式」の「株式数」の欄には、当社所有の自己株式93株が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2022年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

株式会社メイテック
名古屋市西区康生通二丁目

20番地１
5,377,900 － 5,377,900 6.38

計 － 5,377,900 － 5,377,900 6.38

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2022年10月１日から2022

年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 49,706 44,080

受取手形及び売掛金 16,098 16,453

仕掛品 178 272

その他 954 2,197

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 66,937 63,003

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 3,271 3,161

その他（純額） 1,731 1,681

有形固定資産合計 5,002 4,843

無形固定資産   

その他 345 378

無形固定資産合計 345 378

投資その他の資産   

繰延税金資産 8,458 8,406

その他 848 830

貸倒引当金 △2 △2

投資その他の資産合計 9,304 9,233

固定資産合計 14,652 14,455

資産合計 81,590 77,458

負債の部   

流動負債   

未払法人税等 3,310 1,629

役員賞与引当金 238 182

賞与引当金 8,861 4,895

その他 7,259 9,687

流動負債合計 19,669 16,395

固定負債   

退職給付に係る負債 16,633 17,003

固定負債合計 16,633 17,003

負債合計 36,302 33,398

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,000 5,000

資本剰余金 3,627 3,627

利益剰余金 44,865 46,518

自己株式 △7,035 △10,036

株主資本合計 46,457 45,109

その他の包括利益累計額   

土地再評価差額金 △662 △662

退職給付に係る調整累計額 △506 △386

その他の包括利益累計額合計 △1,169 △1,049

純資産合計 45,287 44,060

負債純資産合計 81,590 77,458

 

EDINET提出書類

株式会社メイテック(E04804)

四半期報告書

 8/17



(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

売上高 78,936 88,696

売上原価 58,079 64,180

売上総利益 20,856 24,515

販売費及び一般管理費 11,294 12,130

営業利益 9,562 12,385

営業外収益   

受取利息 0 0

助成金収入 103 57

その他 9 10

営業外収益合計 114 68

営業外費用   

コミットメントフィー 1 2

支払手数料 6 3

その他 0 0

営業外費用合計 9 6

経常利益 9,667 12,447

特別損失   

固定資産除却損 0 0

減損損失 4 －

特別損失合計 4 0

税金等調整前四半期純利益 9,662 12,447

法人税等 3,170 3,956

四半期純利益 6,492 8,490

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,492 8,490

 

【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

四半期純利益 6,492 8,490

その他の包括利益   

退職給付に係る調整額 197 119

その他の包括利益合計 197 119

四半期包括利益 6,689 8,610

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 6,689 8,610
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【注記事項】

（会計方針の変更）

時価の算定に関する会計基準の適用指針の適用

　「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第

27-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を、将来にわ

たって適用しております。

　当該会計方針の変更により四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

税金費用の計算

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

　前連結会計年度の有価証券報告書の（追加情報）に記載した新型コロナウイルス感染症拡大の影響に関する仮

定について重要な変更はありません。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

減価償却費 408百万円 310百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年６月22日

定時株主総会
普通株式 3,142 115.50 2021年３月31日 2021年６月23日 利益剰余金

2021年10月28日

取締役会
普通株式 2,135 78.50 2021年９月30日 2021年11月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月21日

定時株主総会
普通株式 3,712 139.00 2022年３月31日 2022年６月22日 利益剰余金

2022年10月27日

取締役会
普通株式 3,124 39.00 2022年９月30日 2022年11月30日 利益剰余金

（注）2022年７月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。2022年６月21日開催の定時
株主総会決議による「１株当たり配当額」につきましては、当該分割前の金額を記載しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
 

エンジニアリング
ソリューション事業

エンジニア
紹介事業

売上高    

外部顧客への売上高 77,889 1,046 78,936

セグメント間の内部売上高又は振替高 10 71 81

計 77,900 1,117 79,018

セグメント利益 9,223 338 9,562

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 9,562

セグメント間取引消去 0

四半期連結損益計算書の営業利益 9,562

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

   （単位：百万円）

 報告セグメント

合計
 

エンジニアリング
ソリューション事業

エンジニア
紹介事業

売上高    

外部顧客への売上高 87,469 1,226 88,696

セグメント間の内部売上高又は振替高 9 47 56

計 87,478 1,274 88,753

セグメント利益 11,968 416 12,385

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：百万円）
 

利益 金額

報告セグメント計 12,385

セグメント間取引消去 －

四半期連結損益計算書の営業利益 12,385

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報
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前第３四半期連結累計期間（自 2021年４月１日 至 2021年12月31日）

（単位：百万円）

 報告セグメント

合計
 

エンジニアリング
ソリューション事業

エンジニア
紹介事業

エンジニア派遣 71,148 － 71,148

エンジニア紹介 － 1,046 1,046

その他 6,741 － 6,741

顧客との契約から生じる収益 77,889 1,046 78,936

外部顧客への売上高 77,889 1,046 78,936

 

当第３四半期連結累計期間（自 2022年４月１日 至 2022年12月31日）

（単位：百万円）

 報告セグメント

合計
 

エンジニアリング
ソリューション事業

エンジニア
紹介事業

エンジニア派遣 80,290 － 80,290

エンジニア紹介 － 1,226 1,226

その他 7,178 － 7,178

顧客との契約から生じる収益 87,469 1,226 88,696

外部顧客への売上高 87,469 1,226 88,696

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 79円66銭 106円15銭

（算定上の基礎）   

　親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（百万円）
6,492 8,490

　普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

　普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

　利益金額（百万円）
6,492 8,490

　普通株式の期中平均株式数（千株） 81,498 79,990

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．当社は、2022年７月１日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。

前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益を算定しております。
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（重要な後発事象）

（自己株式の取得）

　当社は、2022年10月27日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される

同法第156条の規定に基づき、自己株式取得に関する事項について決議し、自己株式の取得を以下のとおり実施

しております。

 

１．自己株式の取得を行う理由

　自己資本や資金残高の充実度合いに特段の懸念が無いため、利益配分に関する基本方針に従い、当期中の自己

株式の取得を実施するものです。

 

２．取得に係る事項の内容

(1) 取得対象株式の種類 　　当社普通株式

(2) 取得し得る株式の総数 　1,900,000株（上限）

　　　　　　　　　　　　　（発行済株式総数（自己株式を除く）に対する割合2.37％）

(3) 株式の取得価額の総額 　4,200百万円（上限）

(4) 取得期間　　　　　　　 2022年10月28日～2023年２月28日（約定ベース）

(5) 取得方法　　　　　　　 東京証券取引所における市場買付

 

３.　取得結果

　上記市場買付による取得の結果、2022年10月28日から2023年１月31日（約定ベース）までの間に、当社普通株

式1,612,300株（取得価額3,978百万円）を取得いたしました。

　なお、取得結果は、2023年１月31日現在であり、2023年２月１日から四半期報告書提出日までに取得した自己

株式数は含めておりません。

 

２【その他】

2022年10月27日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

 (イ）配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　3,124百万円

 (ロ）１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　　 39円00銭

 (ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　　　 2022年11月30日

(注）　2022年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行いました。

 

EDINET提出書類

株式会社メイテック(E04804)

四半期報告書

14/17



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年２月９日

株式会社メイテック

取締役会　御中

 

有限責任監査法人トーマツ

東京事務所

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 植　　木　　拓　　磨

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 辻　　　　伸　　　介

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社メイ

テックの2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2022年10月１日から2022年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社メイテック及び連結子会社の2022年12月31日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な

点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施さ

れる年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められない

かどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書に

おいて四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注

記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められてい

る。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企

業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財

務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信

じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監

査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

 

以　上

 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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